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清末中国における欧米使節団
王　　暁　　秋
　皆さんご存知のように、日本の明治新政府が誕生して間もない頃にやり遂げた大事業の
一つに、岩倉使節団の欧米派遣があります。岩倉具視が率いた使節団は1871年12月に出発
し、1873年9月に帰国するまで二年間近くをかけて、欧米12ケ国を歴訪しました。この出
来事は日本の明治維新および近代化に対して、極めて大きな影響を与えました。岩倉使節
団について、日本ではすでに多くの研究が行われてきましたが、中国においては、紹介も
研究もまだ少なく、日中両国の欧米使節団を詳細に比較する研究はなおさら見当たりませ
ん。いま貴校の銭国紅教授率いるグループが、久米邦武『米欧回覧実記』という、岩倉使節
団の考察内容を記録する5卷100万字の大著を中国語に翻訳出版する仕事に取り組んでお
られると聞いております。これは実に極めて大きな意義のある仕事です。この翻訳を通し
て、多くの中国の学者と一般読者も、岩倉使節団のことを詳しく知ることができるでしょ
うし、またさらに一歩進んで、日中両国の欧米使節団ならびに両国の近代化過程について、
比較研究が展開されることも期待できるでしょう。従いまして、私はこの翻訳出版にもろ
手を挙げて賛同し、みずからも比較研究の仕事に参加したいと考えております。今日は、
日本の学者や学生の皆さんにも中国近代における欧米使節団の歴史について知っていただ
くために、まず清末の中国から派遣された欧米使節団のうち、比較的規模の大きい三つの
事例について詳細に紹介いたします。この三回の使節派遣を見ることによって、19世紀の
60年代から20世紀初頭に至るまでの時期において、清朝の官僚たちが海外へ赴いた背景、
動機、成員構成、具体的な活動、及びその効果や影響などについて考察し、さらに彼らが世
界に向かって歩み出した軌跡と、そこから得た経験と教訓についても探究することとしま
しょう。
実例その一：蒲
ほあんじん
安臣使節団（1868-1870）
――西洋人が率いた中国初めての外交使節団
　清王朝の官僚たちが初めて集団で国を出て、西洋世界に足を踏み入れたのは1868年のこ
とでした。この年、蒲安臣使節団が、初めての正式な外交使節団として朝廷によって派遣
されました（蒲安臣とは当時のアメリカ公使の中国名で、本名Anson Burlingame,1820-1870－訳者
注。以下同）。この二年前の1866年、山西省襄陵県の元知県斌
ヒンチュン
椿が朝廷の命令によって、自
分の息子と、中国初の外国語学校である同文館の学生三人を率いて、ちょうど休暇で国に
帰るところだった海関総税務司のイギリス人ロバート・ハート（Robert Hart, 1835-1911）に
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ついてヨーロッパ諸国を訪問しています。これが清王朝の官僚が洋行した最初の例となり
ましたが、これはいわば西洋世界に探りを入れるための観光旅行でした。
　清政府が初めて海外へ使節団を派遣したのは、国際情勢に迫られた結果ではありますが、
それを実際に実現できたのは、またある種劇的とも言える出来事によるものでした。19
世紀の60年代以降、西洋列強は次々と自国の公使を中国に派遣し、北京に常駐させました
が、中国はまだ一度も使節を外国へ送り出すことがありませんでした。それについて、清
政府も焦っていました。当時の外交文書にはこのように書かれています。「近頃中国の内情
は、外国に筒抜けであるにもかかわらず、外国の事情は中国にはすべてさっぱり分からな
い。その理由が、彼らが使節を送ってきているのに、われわれは使節を送っていないこと
にあるのは明らかである」と①。そしてなによりも1858年に西洋各国と結ばれた『天津条
約』には、十年後条約を改訂するという規定があり、当時まさにこの条約改訂の時期が迫っ
ていたのです。西洋列強がこれを機にいろいろな無理難題を言い出すのではないかと恐れ
ていた清政府には、条約改定の前にまず各国と修好しようという思惑がありました。しか
し、使節の人選と、互いの君主に謁見する際の儀礼を巡る争いが使節の派遣に際しての二
つの大きな障害となっていました。外国語が分からず、かつ一度も国から出たことのない
総
そうり が も ん
理衙門（清末の外交官庁「総理各国通商事務衙門」のこと）の役人か、また外国語は少し分か
るものの、外交経験など少しもない同文館の教員や学生たちか、どちらも使節として派遣
するわけにはいかないでしょう。
　こうして総理衙門の外交事務を処理する責任者である恭親王の奕
えききん
訢や、大臣の文
ぶん
祥
しょう
など
が、この使節派遣問題に頭を悩まされていた頃、予想外の転機が訪れました。任期を終え
たアメリカ公使バーリンゲームを送る別れの宴会の席で、バーリンゲームが、「これから、
もし向こうでお国に何らかの不都合なことが起きましたら、私はきっとお国から派遣され
た使節のように、お国のために尽力しましょう」と話しかけてくれたのです。それを聞い
た奕訢らは、ならいっそ彼をわれわれの正式な使節にしてもいいのではないかと思いつき
ました。これなら使節を派遣する効果がある一方、儀礼云々の面倒も避けられます。こう
してバーリンゲームとハートの同意を得た奕訢は、蒲安臣（バーリンゲーム）を「弁理中外
交渉事務使臣」（中国と外国との外交事務を処理する使節）として派遣する願いを、正式に朝廷
に出したのです。そして上奏文のなかで、バーリンゲームについて、「事を処理する時は極
めて穏健であり、中国と外国の事情もよく知っていて、中国が何か不都合なことに遭遇し
たときは、いつも進んで助けてくれていた」と賛辞を惜しみませんでした。そのうえ、中国
と諸外国とは儀式上異なる点があり、「中国人を使節にするのは、いろいろと面倒なことが
あるが、外国人を使節にすれば、こうした面倒も避けられる」と説明を加えました②。
　このような経緯によって、清政府による初めての外交使節団が派遣されました。アメリ
カの元公使が、中国皇帝の全権大使に変身し、中国の外交使節団を率いる「弁理中外交渉
事務大臣」に任命されたのです。そして大清帝国の面子を守るために、清政府はさらに総
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理衙門で働いている二人の、位の高くない「章京」（官職名）、つまり「記名海関道」志
し
剛
ごう
と
「礼部郎中」孫
そんかこく
家谷に、臨時に「二品」という位と、バーリンゲームと同じ“弁理中外交渉事
務大臣”の肩書きを与え、バーリンゲームと一緒に外国との交渉に充てました。さらにイ
ギリスとフランスからも文句が出ないように、つまり列強間のバランスを取るために、イ
ギリス大使館の通訳兼秘書ブラン（J. M. Brown）と税関職員のフランス人デ・シャン（Emile 
de Champ）を、それぞれ「左協理」と「右協理」（アシスタント）に任命しました。ほかに中国
人の団員や通訳（殆どは同文館の学生）など30人余も召集されました。
　蒲安臣使節団は1868年2月25日に上海を出航し、太平洋を横断してアメリカに着き、サ
ンフランシスコ、ニューヨーク、ワシントンなどを歴訪しました。そして大西洋を渡って
ヨーロッパに行き、イギリス、フランス、スウェーデン、デンマーク、オランダ、プロイセン、
ロシア、ベルギー、イタリア、スペインなどの国々を訪問しました。併せて11カ国を訪問し、
2年8ケ月の旅を経てから、1870年10月18日に上海に戻りました。
　では、蒲安臣使節団に対して、どのような評価を与えるべきでしょうか。
　まず言えることは、蒲安臣使節団が、見事なまでに清政府の外交における半殖民地状態
の特徴と屈辱を示しているということです。近代中国における初めての外交使節団は、ほ
かならぬ外国人によって率いられたものであり、清末の中国官僚の初めての大㿴模な集団
洋行は、「洋大人」（外人様）の引率と手伝いのもとで、ふらふらしながら国を出て、びくび
くしながら国際世界に向かうものでした。使節団の指揮は基本的にアメリカ人バーリン
ゲームに握られました。そもそも使節団を編成する際、総理衙門にはバーリンゲームの権
限を制約する思惑があり、皇帝への報告書にも、「中国に損害を加えることにおいては、な
るべく阻止しなければならないが、たとえ中国に有益なことに対しても、独断で同意する
ことなく、まずわれわれに知らせて、同意を得てから実行するようにと彼に命じた。従っ
て彼には独断に物事を決める権利がなく、われわれは利益を得ることができる。もしこと
がうまく運ばなかったら、直ちに彼を辞めさせる」と書かれてあります③。そして使節団が
出発する前に、さらにバーリンゲームに八カ条の訓令を与え、外遊中に遭遇するあらゆる
出来事と経過するいかなる訪問先についても、必ず中国の使節達と「相談」し、すべてのこ
とを「彼らに詳しく知らせるよう」命じました。重大な出来事に遭遇した際には、必ず中国
の使節達と一緒に、まず「中国の総理衙門に報告し、その指示を仰いだうえで決定するよう」
約束させました。つまりバーリンゲームには、外国と条約を結ぶ権力を与えませんでした。
しかし使節団が出発してからは、バーリンゲームは一人で指揮権を握って、あらゆる談判
や交渉に取り組み、外国との条約までも独断で結んでしまいました。例えば、アメリカで
は数回にわたって国務長官のスワードと秘密会談を行い、「中美（米）続增条約」（一般に「蒲
安臣条約」と呼ばれる）を結びました。この条約は苦力の輸入や、中国での貿易、宣教などに
おいて、アメリカに有利な内容を多く含んでいます。中国人の使節たちは、ただ条約交換
式の席に招かれて、サインや捺印などの手続きをさせられたのみでした。結果として清政
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府も条約を認めざるを得ませんでした。結局、志剛と孫家谷の二人は、前半の旅の段階で、
殆ど飾り物と観光客になってしまい、その主な活動はただ見学観光のみでした。そして
1870年2月にバーリンゲームがロシアのサンクト・ペテルブルグで病気を患い、亡くなっ
てから初めて、志剛が指揮権を得たのです。
　しかし一方、蒲安臣使節団は、中国政府が初めて欧米諸国へ派遣した正式な外交使節団
であり、清末の官僚が国際世界へ向かって歩み出した第一歩でもあります。またこの使節
派遣は、中国の外交を伝統から近代へ、朝貢体制から条約体制へと転換させる契機ともな
りました。外遊中、バーリンゲームは使節団のために初めての中国国旗をデザインしまし
た。これは長さ三尺（一メートル弱）、幅二尺のサイズで、周辺を青く縁取った黄色い生地の
真ん中にドラゴンが描かれた「黄龍旗」でした。「いつも使節たちの前に翻っていた」この
旗は、中国の象徴として欧米各国に現れ、中国が始めて主権国家として国際世界のなかに
一席を占めたことを示すものでした。そして蒲安臣使節団は、ある一定の範囲で「各国と
修好」する外交上の使命も達成し、アメリカやイギリスなどの国からは、条約を改訂する
際に中国に干渉しない承諾も得ました。「中米続増条約」にも、アメリカにいる中国人苦力
や居留民を事実上保護する面があります。そしてなによりも、この使節派遣は近代的な外
交使節制度を中国で設立するための道を開きました。李
りこうしょう
鴻章（1823-1901）はその時点で既に
以下のように指摘しています。すなわち今度の使節派遣は「あくまで一つの試案であり、
将来使節たちが帰ってから、もし本当に効果があると分かれば、長く使える使節派遣の規
則を新たに考えなければならない。いつまでも外国人を使節に充てるのは当然よろしくな
いだろう」と。実際、19世紀の70年代になってから、清政府もようやく外国への駐在使節
を派遣しました。
　一方、蒲安臣使節団に参加した中国人の役人達も、今度の訪問を通して大いに目を開き、
様々な新しい体験を経て、新しい思想を吸収したのみならず、外交能力も培われました。
例えば志剛はアメリカの国会を見学した時、議会制度を「民の気持ちを上に伝達させるこ
とによって、世の中の公平を保てる」ものとして認識し、国際交流の必要性も痛感しました。
外遊を通して外交能力を鍛えられた志剛は、バーリンゲームの急逝によって急遽、使節団
のリーダーになりましたが、それ以降のロシアなどの諸国への訪問や交渉活動も難なくこ
なすことができました。蒲安臣使節団に参加した清末の中国官僚の世界に対する認識、見
聞、そしてその思想の変遷などについては、彼らが書き残した旅行記、例えば志剛の『初使
泰西紀』、孫家谷『使西述略』、また通訳の張
ちょうとくい
德彝『欧美（米）環遊記』などの著書からも伺え
ます。
実例その二：外遊する使節たち（1887-1889）
――歴史に忘れ去られた盛挙
　19世紀の70年代から80年代にかけて、清政府もようやく諸外国へ駐在公使と外交官を
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派遣し始めました。その最初の人は1875年に任命され、1877年に正式にロンドンに着任
した駐イギリス公使、郭
かくすうとう
嵩燾（1818－1891）でした。その後また立て続けにアメリカ、日本、
フランス、ドイツ、ロシアなどの国々へも駐在公使を派遣しました。1885年、「御史」の謝
しゃ
祖
そげ ん
源が皇帝に上奏文を提出し、いままで派遣された外交使節たちは、科挙で合格したエリー
トが少なかったため、素養が低く、外国に対する十分な調査研究も行ってこなかったこと
を指摘しました。そして文化的素養の高い、中央各部省の役人を多く選抜し、彼らを外遊
させれば、国の外交人材を育てることができるだろうという意見を述べました。この上奏
文を重要視した皇帝は、総理衙門にこの件について討論させ、かつそれを実施せよと命じ
ました。こうして1887年、大勢の外遊使節達が清政府によって派遣され、世界各地を訪問
することになりました④。
　蒲安臣使節団が派遣されてから20年が経って、再び行われた大規模な清朝官僚の集団外
遊は、近代中国人が世界へ向かって新たな一步を踏み出したことを意味しており、またい
くつもの歴史的な記録を創出することになりました。
　まず、今度派遣された使節は、全員現職の清朝官僚であり、しかも彼らを選抜するにあ
たって、清政府は初めて試験まで実施しました。この選抜試験はいつもの科挙試験とは全
く異なり、総理衙門によって主催され、同文館で行われました。試験の内容も、古典の経書
や作文などではなく、国家の防御、歴史地理、外交貿易などに関する意見の論述が中心で
した。試験は1887年6月12日と13日の二日にわたって行われ、総理衙門大臣である曾
そうきたく
紀澤
らが、みずから出題と試験監督、そして採点を担当しました。吏、戸、礼、刑、兵、工という、
清朝の六大部署から推薦を受けた76名の官僚のうち、実際に試験に臨んだのは54人です
が、筆記試験を合格したのは28名でした。そのなかで一位を獲得したのが、「兵部郎中」の
傅
ふうんりゅう
雲龍であり、「記明代以来与西洋交渉大略」（明代以来西洋との交渉の概略について）と題す
る彼の答案は、1887年10月28日の『申報』（上海で発行された新聞）の一面トップにも載せ
られました。そして28名の筆記試験の合格者は、さらに総理衙門大臣の面接を受け、「その
器量を観察」されてから、皇帝の前に推薦されました。最終的に光緒帝は、自ら朱筆で傅雲
龍ら12人の名前に丸をつけ、彼らを「海外遊歴使節」に任命しました。
　これらの使節たちの身分を見ると、以下のような特徴が分かります。まず彼らは全員科
挙試験を通ったエリートであり、9名が進士、3名が監生という肩書を持っていました。そ
して全員が中央六部に勤める中級官僚で、位は大体五六品です（当時、官僚の位は一品から七
品に分けていますので、五六品は中から下に属します）。しかも大半はまだ特定の役職のない任
官待ちの身であり、出身も江蘇省や浙江省のものが多く、年齢はほぼ三、四十代でした。
　次に新しいのは、清政府が同時に12名もの外遊使節を、アジア、ヨーロッパ、北アメリ
カとラテンアメリカの二、三十カ国に派遣し、二年間にわたる調査を命じた点です。その
なかのもっとも遠い国は、チリやキューバなどのラテンアメリカの国々であり、つまり行
く国との距離の遠さ、そしてその数の多さも、それまでになかったものでした。
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　総理衙門は12名の外遊使節とその随員、通訳らを5班に分けて、それぞれアジア、ヨー
ロッパ、北アメリカとラテンアメリカの21カ国に派遣しましたが、使節達の報告と旅行記
を見ると、彼らが実際に訪問した国の数は、これを大きく越えています。傅雲龍が率いる
班を例として取り上げますと、彼らはまず日本に来て、6カ月にわたって調査を行い、そ
れから船に乗って太平洋を渡ってアメリカに着きます。汽車でアメリカ大陸を横断し、さ
らにカナダを訪問しました。それから再びアメリカに戻り、船でキューバへ赴いて調査し
ています。そこからはハイチ、ドミニカ、コロンビア、バナマ、エクアドルなどを経て、ペルー
に至ります。さらにチリ、アルゼンチン、ウルグアイを経由してブラジルを訪問し、そのあ
とは西インド島を経由して再びアメリカに戻り、三回目のアメリカ訪問を行いました。そ
して再び汽車に乗ってアメリカの東西を横断してサンフランシスコに着き、そこから船に
乗り、再び太平洋を渡って日本に入り、そこで5カ月間の調査をした後、ようやく船で上海
に戻ったわけです。つまり一行は1887年9月2日に北京を出発してから、1889年11月20日
に北京に戻るまで、併せて26カ月、あるいは770日の日数を経ており、走破した距離は120 
844里（6万キロ余）にも達したのです。重点的に考察した国の数は6でしたが、ついでに訪
問したのはほかに5カ国があり、さらに途中経由した国の数も14に上りました。そのなか
の、例えばアメリカ大陸の南端のマゼラン海峡などは、中国の官僚達にとって、前人未到
なところだったに違いありません。二十年前の蒲安臣使節団が訪問したのは、欧米をあわ
せて11カ国しかなく、アメリカ大陸ではアメリカ1カ国しか行きませんでした。外遊使節
たちは、訪問先の国々で様々な外交活動や文化交流を行い、大統領や国王を始めとする国
家元首や大臣などとの面会も果たし、中国と諸外国との交流や友好関係を深めました。さ
らに広範囲にわたる見学や調査活動も行い、現地の政府機関、軍事施設、工場鉱山、学校や
図書館、博物侶、動植物園など、様々なところにその足跡を残したのです。
　三つ目の歴史的記録として挙げられるのは、この外遊から得た外国に対する研究調査の
成果が空前のものであった点です。外遊使節たちは何十種類にわたる関係書物、報告、旅
行記、日記や詩文集を書き残しました。そのなかで傅雲龍一人だけでも、日本、アメリカ、
カナダ、キューバ、ペルー、ブラジル6カ国に対する調査報告、つまり『遊暦図経』と題す
る書物を書いたほか、『遊暦図経余記』と題する旅行記や、紀行詩なども数多く残しており、
その量を合せると110巻にものぼります。ほかにヨーロッパを歴訪した劉
りゅうけいとう
啓彤も、『英政概』
（英国政治概略）、『法政概』（フランス政治概略）、『英藩政概』（英国植民地政治概略）、「欧洲各国
火輪車道紀略」（欧洲各国汽車道路の概略）などの著作を書き残しました。
　従いまして、私は、清政府が海外へ外遊使節を派遣したこの事業を、19世紀の80年代に
起きた、「中国人が世界に向かって歩み出した盛挙」と呼んでいます。しかし驚くべきこと
に、これらの使節たちは、帰国後に朝廷に重用されることもなければ、外交活動において
それなりの役割を果たすこともなかったのです。しかもこのような大きな出来事が、その
後徐々に忘れ去られ、清朝について記述した様々な歴史書や、近代史、中国外交史または
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国際関係史に関する教科書や著書のなかで、殆ど言及されてこなかったのです。
　なぜ、このようなおかしな現象が起きたのでしょうか。その理由はいくつも挙げられま
す。まず、清政府による1887年の外遊使節派遣は、はじめから決然たる意志によるもので
はなく、目標が不明確でした。
　総理衙門が定めていた『遊歴章程』（外遊規定）も、単に海外に対する調査に着目し、使節
たちに「各地の地形要隘、防御の要所及び距離、そして現地の風俗、政治、海軍、砲台、武
器の製造所、汽車や船、水雷砲弾などについて、詳細に記載し、考査に備えよ」と命じるも
のでした⑤。つまり世界に知識を求めて、諸外国の経験を参考にしようという動機や目標
もなければ、これらの外遊使節を将来の外交人材として育て、また利用しようという意図
もなかったのです。従いまして、彼らが帰国してからは、それぞれ元の職場に戻るか、地方
に転任するかになるだけで、その外遊経験を生かして外交官になるものは、12人中一人も
いませんでした。もっとも多くの著作を書き残した傅雲龍と劉啓彤の二人も、単に二品と
いう位をもらい、「道員」という職に昇進し、それぞれ「北洋」（清末の外交通商事務処理のう
えで沿海各省を便宜上南北に二分し、山東以北を北洋、江蘇以南を南洋とした。各開港場の通商、外
交事務を統轄するのは、北洋大臣と南洋大臣である）の下にある「機械局」と「海洋防御局」の「会
弁」になっただけでした。
　二番目の理由は、保守勢力と社会の偏見からの抑圧でした。選抜試験と海外への派遣が
開始された時点から、すでに様々な嘲笑や風刺が現れました。使節たちは、みな己の部署
では昇進の望みがなかったが故に、海外へ行くことにかけたとか、海外に滞在している間
には、己の私利を図り、不審な言動もあったなど、事実無根の陰口をたたくものもいれば、
使節たちが帰国する前からすでに彼らは何らかの特別の推薦により昇進するのではないか
と妬むものもいました。御史の何
かふくこん
福ำなどは、わざわざ上奏文を提出し、「彼らへの奨励を
少なくし、たとえ優秀な人材がいても、せいぜい南北洋あたりに勤務させよう」と要求し
たほどでした。このような声があまりにも多かったため、総理衙門は帰国した使節たちを
昇進させ、公使などに任命することができなかったのです。
　三つ目の理由は、外遊使節たち自身の地位と素養の低さにも関するものです。彼らの地
位は大体五品か六品の位の任官待ち官僚であり、地位が低いため、その言論や著書が世に
大きな影響を及ぼすことがありませんでした。しかもその地位が低い故に、訪問先でも時
に重要視されず、相応の待遇すら受けられないこともありました。使節たちが苦労して書
いた報告書も、総理衙門に提出されてからは、おおかたそのまま埋もれてしまい、なかに
は自ら金を出して印刷出版させたものもいたほどでした。使節のほとんどが科挙の出身者
であり、伝統文化についてはエリートだったに違いないのですが、西洋の科学文化や外国
に関する知識は極めて乏しく、そのうえ外交経験がなく、外国語も解さなかったため、海
外での調査や現地の人々との交流においても、困難を極めたのです。
　四番目の理由は、経費の制約にあり、さらにこれが原因で、現地にある中国の大使館と
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の間に軋轢が生じた点にあります。清政府は䍒政難のために、使節たちに十分な経費を出
せなかっただけでなく、その銀4万両という少ない経費すらも、各大使館の館員たちの給
料を2割減らして集めたものでした。従って、現地の大使館員と外遊使節との間には、いざ
こざも生じており、使節たちに便宜を図るどころか、逆に様々な嫌がらせをする大使館す
らあるほどでした。
　以上の様々な理由によって、1887年の清政府による外遊使節派遣は、世界に向かって大
きな一歩を踏み出し、ラテンアメリカの僻地にまでも中国の官僚たちを送り込んだとはい
え、結局中国の政治にも外交にもさほど大きな影響を与えませんでした。その結果、多く
の苦労を経て一所懸命諸外国を考察してきた外遊使節のほとんどが、歴史に名を残さず、
世間からも忘れ去られたのです。
実例その三：五大臣の洋行（1905-1906）
――外国の政治を考察し、立憲運動を推進する親王大臣
　19世紀の末から20世紀の初頭にかけて、清末の新政改革の進展とそれに伴う必要から、
政府役人の洋行が徐々に習慣化するなか、親王大臣たちにも洋行させようという声が上が
り、外国の政治、特に立憲政治について考察しようという動きが見られるようになりまし
た。1905から1906年までに行われた五人の大臣の洋行は、清末の中国官僚が世界に向かっ
て、さらなる大きな一歩を踏み出したことを意味しています。
　これより早い時期の1895年、張
ちょうけん
謇は、張
ちょうしどう
之洞（清朝の重臣、当時の湖広総督）のために書き
下ろした「条陳立国自強疏」（立国自強のための意見）のなかで、すでに「親王大臣や満族ま
たは漢族の名門の子弟たちから、優秀なものを選び、外国へ派遣する」ことを勧めています。
その理由はつまり、「その気風を上から下へと開けることは、下から上へ流れるよりも、倍
の効率が望めるだろう」ということです⑥。1898年戊
ぼじゅつ
戌㔤新の間に，康
こうゆうい
有為（1858-1927）が
御史の楊
ようしんしゅう
深秀に代わって特別に、「擬請派近支王公遊歴折」（親王大臣を洋行に派遣することを
請う）という上奏文を書いています。礼部の主事である王
おうしょう
照は、さらに上奏を提出し、光
緒帝が西太后を伴い、一緒に東の日本を訪問し、「（明治維新）の長所短所を考察したうえで、
われわれの判断を決める」ことを勧めた。しかしこの上奏文は、結局保守派の大臣に「用心
不軌」（反逆を企てる）として、糾弾されてしまいました。
　20世紀初頭、義和団運動、八カ国連合軍との戦争を経た清朝は、内外にわたり追い詰め
られており、その統治も危うい段階にさしかかります。1901年1月、かつては戊戌維新を
鎮圧した西太后も、やむを得ず「外国の長所を取」って「中国の短所を補」うことを宣言し、
政治改革を認めました。同じ年張之洞、劉
りゅうこん
坤一
いつ
（清朝の重臣、当時の両江総督）が連名で提出
した「江楚会奏変法三折」（両江・湖広が連合で奏上する改革三箇条）のなかでも、「親王大臣を
外国へ派遣」し、各国へ歴遊することが明確に提案されています。その理由は、「これらの
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要人が帰国すれば、みな要職に就き、またその知人たちも皆朝廷の高官であるため、その
言動の影響力も大きくなるに違いない」というものでした⑦。1902年以降、政府官僚の洋行、
なかでも日本への調査がブームとなったことも、清末の政治改革の進展にある程度影響を
与えました。
　1905年、日露戦争の勃発によって、民族の危機が一段と深まる情勢のなか、立憲を求め
る世論が日に日に高まり、外国駐在公使や、地方の首長たちも、次々と上奏して、日本や欧
米の政治に倣い、君主立憲制度を実現するよう求めました。それに対して、朝廷はまず親
王大臣を外国へ派遣し、欧米ならびに日本などの国の政治制度を深く調査し、彼らの調査
報告を聞いたうえで政策決定を図ろうとしました。こうして1905年から1906年にかけて
五人の大臣の洋行が行われることになります。
　今回の大臣洋行の特徴としては、使節たちの位が高く、随員も多かった点と、洋行する
目標が明確で、その効果も著しかったことが挙げられます。
　ところが、洋行する大臣の人選については紆余曲折がありました。初めは皇族である
載
さいしん
振、軍機大臣の栄
えいけい
慶、戸部尚書の張
ちょうひゃくき
百 熙と湖南巡撫の端
たんほう
方の四人を指名しようとしま
すが、栄慶と張百熙が行きたがらないため、同じ軍機大臣の瞿
く こ う き
鴻⿘と戸部侍郎の戴
たいこうじ
鴻慈に
変えます。しかし載振と瞿鴻⿘は公務が忙しいという理由で洋行出来ないため、鎮国公の
載
さいたく
澤と軍機大臣の徐
じょせしょう
世昌を任命し、ほどなくして商部右丞の紹
しょう
英
えい
も追加任命します。しか
し1905年9月24日に、使節団が北京の正陽門駅を出発しようとしたところ、革命党の党員
呉
ご
樾
えつ
による爆弾襲撃に遭い、紹英らが負傷し、徐世昌が巡警部の尚書（つまり警察の責任者）
も兼任していたため、当然行けなくなりました。そこで代わりに任命されたのが、山東布
政使の尚
しょうきこう
其亨と順天府丞の李
りせいたく
盛鐸でした。従って、最終的に洋行した大臣は、載澤、戴鴻慈、
端方、尚其亨、李盛鐸の五人となり、全員が位の高い一、二品の高官でした。鎮国公の載澤
は、苗字が愛新覚羅であり、満洲正黄旗という、もっとも高貴な血統とされる一族に属し
ており、そのうえ嘉慶帝の第五子、惠親王の孫であり、その妻は光緒帝の皇后、隆裕の姉妹
でもあるため、皇室に属する親王でした。従って外遊中は常に外国のメディアに「プリンス」
と呼ばれていました。彼は西太后に可愛がられて信用されており、洋行する前には盛京守
陵大臣（清王室の墓を守る大臣）でしたが、帰国後すぐに御前大臣、度支部尚書に昇進します。
戸部侍郎の戴鴻慈と湖南巡撫の端方は、共に西太后が西安へ逃げた際、一行の保護に尽力
したことが彼女に認められた経緯があり、洋行してからすぐにそれぞれ礼部尚書と閩浙総
督に任命され、帰国後も、端方はさらに両江総督兼南洋大臣という極めて重要なポストに
就きました。そして尚其亨は二品の位で、布政使かつ漢軍旗人（中原進出以前から清朝に従っ
ていた漢人）であり、しかも西太后とは親戚関係にありました。李盛鐸はもともと西太后の
寵臣である栄
えい
禄
ろく
の腹心の部下であり、今回はベルギーへの使節大臣（公使）兼政治考察大臣
に任命されました。こうしてみると、五人の大臣は全員高い地位にある政府高官であるこ
とが分かるでしょう。
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　五大臣は自らの洋行にあたって、大勢の随員も選びました。その選抜基準は、「心が純正
で、見識も開明である」⑧とされていました。これらの随員は、数が多いうえ、位も高く、
また素養も備えており、のちに政界と外交界の風雲児になった人物も少なくありません。
随員たちのリストは初め総数38人となっていましたが、実際に二つの班に分けて出発した
時には、さらに大幅に増員されました。載澤班においては載の日記に言及されている随員
や先行人員の数がすでに54人となっており、また戴鴻慈班でも、その日記によると、随員
の人数は48人に上っています。随員のなかには、北京の政府で要職に就いているものもい
て、例えば御史、内閣中書、翰林院の編修、各部の郎中、員外郎、主事など、その位がすで
に数年前の外遊使節の位を超えているものが少なくありませんでした。また地方から来た
官僚も多く、道員、知府、知県、そして陸海軍の将校や、地方督撫に派遣された随員や留学
生も含まれていました。外国語に精通し、外国の状況も熟知する欧米や日本から帰国した
元留学生も入っていました。そのなかに後の民国時代に内閣総理や部長、公使などになる
熊
ゆうきれい
希齡、陸
りくそうよ
宗輿、章
しょうそうしょう
宗 祥、施
しちょうき
肇基、そして袁
えんせいがい
世凱の長男、袁
えんこくてい
克定もいました。これらの随
員はそれぞれ先遣連絡、調査、通訳、編集などの仕事を任されたのです。
　五大臣の洋行は、大きな目標を持っており、任務も明確であるため、調査研究も微細を
尽くしています。1905年7月16日付きの「上諭」（皇帝の命令）によると、洋行の目的は、「東
西洋各国に赴き、政治の全てを考察し、良いものを選び、それに従う」ためであり、従って
各使節が外遊中に、「いたるところの有識者に諮問し、用心して調査を行い、訪問先の長所
短所を十分に判別したうえで取捨選択をし、大任をやり遂げ」る⑨ことが求められていま
す。出発する前に、西太后と光緒帝は、連日にわたって大臣らを召見し、「立憲説略」と題
する端方の講義を聞き⑩、また途中の食料の足しにと、使節らに宮廷の点心を与えました。
光緒帝は自ら軍機大臣に言葉をかけ、外国の政治を調査することが目下の急務であり、各
大臣は行程を延ばさず、速やかに出発せよと諭しました。
　1905年12月11日から北京を出発した載澤、尚其亨、李盛鐸一行は、翌年の1月16日に日
本に到着し、そしてアメリカを経由してイギリス、フランスを訪問し、最後にベルギーで
の調査も終えてから、7月12日に上海に戻りました。対して戴鴻慈、端方一行は、1905年
12月7日から北京を出発し、同じくまず日本を調査してから、翌年の1月23日にアメリカ
に着きます。そして英仏両国を経由してからドイツに到着し、オーストリア、ロシア、イタ
リアでの調査を経て、デンマーク、スウェーデン、ノルウエー、オランダ、スイスの国々も
訪問し、7月21日に上海に戻りました。実際のところ、前者の調査重点は日本とイギリス、
フランスにあり、後者は、ドイツとアメリカ、ロシアを重点的に見て回るものでした。
　戴鴻慈と端方は、途中の船ですでに随員たちと一緒に、調査の方針や計画について詳し
く討論を重ね、各国の政治体制や憲法を中心に調査を進めることを決めていました。そし
てことをうまく運ぶために、責任の分担や規則も細かく決めており、訪問先に対する細か
い調査と情報の収集を実現させることによって、「他山の石を以て玉を磨く」、「要点を掴む
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ことで全体を理解する」ことを図りました⑪。
　両班の調査にあたった大臣の洋行期間はともに半年あまりでしたが、合せて14カ国を訪
問しました。彼らは一国の訪問を終えるたびに、必ずすぐに清政府に調査の経過と学んだ
事柄について報告しており、またその国の政治体制や統治における長所短所や経験教訓に
ついても紹介しています。彼らの調査は、政治、特に立憲制度を中心にしていましたが、実
際の調査範囲は極めて広く、議会、政府機関、工場、銀行、学校、警察、図書館、博物館、動
植物園、さらには牢屋、公衆浴場などにも至ります。そのうえ外国の政治家や学者に、立憲
制度の原理や各種の制度について説明してもらうほか、各種の書籍や資料を大量に収集購
入し、また翻訳もしました。
　五大臣の洋行から得た成果は極めて大きく、その効果も明らかで、立憲準備の政策決定
を推進することとなりました。1906年、帰国した載澤一行は、合せて67種類、146冊の書
物を編纂したうえ、そのなかから30種類を選び、その要旨を纏めて光緒帝と西太后に進呈
しました。また海外で購入した400種余りの外交書籍を政治考察資料館に収めました。一
方、戴鴻慈、端方らも数多くの書籍や資料を持ち帰り、また欧米各国の政治制度を紹介す
る「欧米政治要義」を書いて朝廷に提出しました。その後さらに各国の政治史と概况を紹
介する『列国政要』133巻を編纂しました。これらの書物は、清末の政治改革と立憲準備に
関わる制度建設において、極めて重要な参考材料となりました。
　五大臣の洋行が果たしたもっとも重要な役割は、清政府による立憲準備の基本政策確定
を推進したことです。彼らは帰京するや否や、頤和園に行き、そこにいる西太后と光緒帝も、
すぐさま彼らと面会しました。しかもその面会の回数を数えると、載澤と戴鴻慈はそれぞ
れ2回、端方は3回、尚其亨は1回とかなり多いものでした。大臣たちは、西太后と光緒帝
の前に、「中国が立憲しない時の害、及び立憲するときの利」について力説しただけでなく、
その後も数度にわたり上奏文を提出し、自分たちの意見を詳しく述べました。そのなかで
最も重要なのは、載澤の「奏請宣布立憲密折」（立憲公表を請
こ
う秘密文書）である。立憲制度に
対する西太后の疑念を解くために、載澤は君主立憲における三つの利点、即ち「皇位永固（皇
位を永く確固たるものとする）」、「外患漸軽（外国からの圧迫を軽くしていく）」、「内乱可弭
び
（内乱
を止めることができる）」を挙げています⑫。清王朝の統治を維持するための良薬とも言える
この上奏文は、西太后の心も動かしたといいます。一方、端方も「請定国是以安大計折」（国
を安定するための大計について）という一万字にものぼる上奏文を提出し、欧米各国の政治を
考察した結論として、「東洋と西洋各国が日に日に強くなったのは、実に共に立憲政治を採
用した故であ」り、従って、「もし中国が富国強兵を望むなら、立憲政治を採用するほか術
がない」⑬と力説しました。1906年8月25日、清政府は醇親王載
さいれい
澧と各軍機大臣、政務処大
臣及び北洋大臣袁世凱らを招集し、調査にあたった大臣の意見書を共に閲覧させ、さらに
討論を重ねました。これは事実上、国家政策を決定する重要大臣の会議となりました。そ
の席で、立憲に賛同したものが大半を占めましたが、一部の人はやはり意見を留保しまし
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た。8月29日に西太后と光緒帝は、諸大臣を召見し、立憲への準備を決定した旨を伝えま
した。三日後、即ち1906年9月1日、朝廷は正式に「倣行立憲」（外国に倣って立憲する）の上
諭を頒布しました。こうしてみると、五大臣の洋行は、確かに清政府の政策決定において
極めて重要な役割を果たしたと言えるでしょう。
　ところが、五大臣の洋行も、清政府の立憲準備も、結局清王朝の滅亡を阻止することは
できませんでした。朝廷はその後また官制の改革を実施し、憲法の大要を頒布し、諮議局
や資政院などを創設するなどの措置を行いました。にもかかわらず、腐敗しきった清王朝
は、すでに基礎から腐りきって、倒れかかっている建物のようであり、それを阻止する術
はもはやなくなっていたのです。1911年、国会で請願運動を行う立憲派の鎮圧、皇族内閣
の成立、また鉄道の主要線路の国有化など、清政府が世論に反してとった一連の措置が引
き金となり、保路運動と武昌起義が勃発しました。その結果、1912年2月12日、皇帝が正
式に退位を表明し、それによって、260年あまりにわたって中国を統治した清王朝は、滅
びることになったのです。
　以上の三つの実例を比較してみれば、われわれは清末の中国の官僚たちが世界に向かっ
て歩み出した足跡を見ることができるでしょう。初めは西洋人に連れられて国を出ますが、
そのうちみずからの足と意思で世界を周遊します。使節たちの位も、下級官僚から親王大
臣へと徐々に高くなっていきました。洋行の目的も、最初の異国風俗を何となく見物する
だけだった状態から、外国の政治を重点的に調査することに転じました。そして使節たち
の運命も、帰国後に殆ど無名のままに忘れ去られたものから、立憲準備という国家政策に
対して重要な役割を発揮するものへと大きく変ったのです……こうして見ると、清末の中
国官僚が、世界に向かって歩み出す、または世界を認識する道のりは、極めて険しかった
とはいえ、彼らは確実に一歩一歩前へ進み、少しずつ国際社会に溶け込み、そして世界の
外交舞台に登っていったと言えるでしょう。しかし一方、これらの洋行は、清王朝の腐敗
と衰弱も露呈させ、その滅びへの運命を挽回することはできませんでした。
　言うまでもなく、清末の中国欧米使節団と日本の岩倉使節団とは、様々な点で比較する
ことが可能です。なかでも蒲安臣使節団と岩倉使節団とは、時期や訪問先において類似点
が極めて多く、そして五大臣の洋行は、調査の目的や方法において、岩倉使節団と似てい
ます。ただ今日は、時間の制限でこれより先に展開することはせず、このへんでおしまい
にしましょう。
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① 『籌弁夷務始末』、同治朝、卷50。
② 『籌弁夷務始末』、同治朝、卷51。
③ 『籌弁夷務始末』、同治朝、卷52。
④ 1887年に派遣された外遊使節の詳細については、王暁秋、楊紀国『晚清中国人走向世界的一次盛挙』（遼
寧師範大学出版社、2004年）を参照されたい。
⑤ 『清季外交史料』、卷71。
⑥ 『張謇全集』、卷1、江蘇古籍出版社、1994年、39頁。
⑦ 『光緒朝東華録』、4755頁。
⑧ 『清末籌備立憲档案史料』（上）、第3頁、中華書局、1979年。
⑨ 同上、第1頁。
⑩ 『時報』、1905年9月17日。
⑪ 戴鴻慈『出使九国日記』、第333頁。
⑫ 『清末籌備立憲档案史料』（上）、175頁。
⑬ 『端忠敏公奏議』、卷6。
付記
　11月8日（火）午後1時から大妻女子大学多摩キャンパス（東京・多摩）で、北京大学歴史
学部教授王暁秋（おう・ぎょうしゅう）氏を招いて、講演会が行われた。この講演会は平成
23年度大妻女子大学人間生活文化研究所共同研究プロジェクト「日中両国における外国見
聞記の収集整理と対比分析に関する実践的研究」（研究代表者：銭国紅）の一環として行わ
れたものである。コメンテーターは張玉萍（大妻女子大学非常勤講師）／趙怡（同大非常勤
講師）の両氏、司会は銭国紅が担当した。
　本論文は、当日の講演をあらためて日本語に翻訳したものである。なお、翻訳について
は趙怡氏をわずらわせた。（銭国紅）
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